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• データサイエンス(DS)とビッグデータ
• データサイエンスの３要素
• 新たな資源としてのビッグデータ
• データサイエンティストの必要性

• 滋賀大学データサイエンス学部と大学院
の現状

• 提供するコンテンツ

• カリキュラムの概要

• 産学連携による教育・研究
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ビッグデータとデータサイエンス

データサイエンス：ビッグデータを対象として、
そこから新たな知見を引き出し、価値を創造

するための新たな科学
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価値
処理・分析
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データサイエンスの3要素とベン図

http://drewconway.com/zia/2013/3/26/the-data-science-venn-diagram

データサイエンスの
３要素: 

DS＝統計
+ コンピュータ
+ 領域知識

©Drew Conway 
Data Consulting

機械
学習

危険
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伝統的
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領域知識
価値創造

データサ
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処理 分析

価値
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データサイエンスの３要素

データ
収集・

加工・処理
（データ

エンジニアリング）

理系的

データ
分析・解析

（データ
アナリシス）

価値の
発見・創造

（価値創造）

(主に)文系的理系的

情報学 ＋ 統計学 ＋ 価値創造

文理融合分野

• 文系的: 人々の行動履歴が直接とれるようになった

• IoT: 今後はモノからのデータが直接ネットに蓄積



ビッグデータ＝新たな資源

• 人々の行動履歴が直接観測できるようになったことが

大きな変化

• 今後はモノや環境からも大量のデータ(IoT)

• この資源を生かしたものが競争的優位に

• データとそれを生かす技術の双方が必要

• 日本は、データ自体を外国企業にとられ、活用もされ

てしまっている状況 ← ネットワーク効果

• 日本ではデータを分析する人材が圧倒的に不足

← 統計学部・学科が日本になかったことも一因

“21世紀の石油”
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21世紀の石油

The world’s most valuable resource is no longer oil, but data

The Economist 誌 2017年5月6日

Regulating the internet giants

by Seph Lawless
http://sephlawless.com 7

アマゾン効果
“be Amazoned”
モール3割消滅
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最近ではインターネット巨大企業を警戒する論調が盛んに

竹村書評
日経新聞
2018/7/14

最近のベスト
セラー



• アメリカでは100以上。 さらに大学院レベ
ルでは生物統計専攻がたくさんある

• イギリスでは50程度

• 韓国にも50程度

• 中国では300以上あり、さらに増えている

これに対して日本では、滋賀大が
できるまでゼロ

諸外国での統計学部・学科の数
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アメリカ統計学会ニュースレター 2018年8月号

アメリカでの統計学の学位数

修士

学士

博士

日本は基本的にゼロ



• 「ビッグデータ時代を迎え、データの利活用により付加価
値を生み出す新事業・新サービスの創出が重要、第4次
産業革命を支える基盤技術：AI、ビッグデータ、IoTなど」
（日本再興戦略2016等）

• 「先端IT人材（AI、IoT、ビッグデータ等に携わる人材）は現在
約9.7万人、不足数は約1.5万人であるが、2020年には不
足数が4.8万人に拡大」 (経産省「IT人材の最新動向と将来推計
に関する調査結果」2016年6月)

• 「数理・データサイエンス教育の重要性・必要性は分野を
超えて高まっているが、理系の一部の学生しか学んでお
らず、文系理系を問わず、学ぶ機会が乏しい」 (未来投資戦
略2017)

データサイエンティストの必要性：政府の文書
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数年前から言われるようになったが、実は遅すぎた



• 多様な価値観が融合するSociety 5.0時代の人材には、リベラ
ルアーツといわれる、倫理・哲学や文学、歴史などの幅広い
教養や、文系・理系を問わず、文章や情報を正確に読み解く
力、外部に対し自らの考えや意思を的確に表現し、論理的に
説明する力が求められる。

• さらに、ビッグデータやＡＩなどを使いこなすために情報科学
や数学・統計の基礎知識も必要不可欠となる。

• そのため大学は、例えば、情報科学や数学、歴史、哲学など
の基礎科目を全学生の必修科目とするなど、文系・理系の枠
を越えて、すべての学生がこれらをリテラシーとして身につけ
られる教育を行うべきである。

• 理系とされる学部でも語学教育を高度化する必要があるし、
文系とされる学部でも基礎的なプログラミングや統計学の学
修が求められる。

経団連：「今後の採用と大学教育に関する提案」
(2018年12月4日)

12



13

2月1日の柴山イニシアティブの公表

• 柴山昌彦文部科学大臣による「柴山イニシアティブ」

• 大学における教育において、文理横断等社会変化に
応じた教育の推進

• 数理・データサイエンス教育の全学部学生への展開

• 多分野とＡＩなどの分野横断的な教育が機動的に実施
されるよう、「学部・研究科等の組織の枠を超えた学位
プログラム」の制度化

• 関係省庁との連携のもと大学等の数理・データサイエ
ンスに係る教育プログラムを認定する制度の創設に
向けた検討



データサイエンス教育研究センター(H28設立)

データサイエンス学部(H29設立)

大学院DS研究科
修士課程(H31開設) 定員20名
博士課程(R2開設)

データサイエンス教育研究拠点

日本初のデータサイエンス学部

➡ データサイエンス教育研究拠点

社会人スキルアッ
プの需要に対応
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滋賀大の経緯
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• 設立以来、経済学部、
教育学部の2学部体制、
2キャンパス

• 長い間第3学部構想

• DS学部定員100名
← 経済学部90名、教
育学部10名移動

• DS学部設立時に外部か
ら約10名を新規採用



• 定員：1学年100名

• 3年目の出願状況: 

前期日程 4.2倍、後期日程 10.5倍

• 2期生108名の分布

男子：女子 ＝ ８：２、 理系：文系 ＝ ６：４

• 実践的教育を目指して、多くの企業と教育・
研究に関する連携推進

学部の入学状況
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修士課程の合格状況

• 定員20名に対して24名が合格

 派遣社会人 19名
 一般 5名

派遣社会人の内訳
業種 人数

金融系 5名

製造系 4名

調査系 4名

IT系 3名

政府系 3名

• さまざまな業種から広く派遣希望
• 20代が半分

1月5日に日経
京滋版で紹介 17



後続の大学
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• 横浜市立大学データサイエンス学部
2018年

• 武蔵野大学データサイエンス学部 2019
年

• 兵庫県立大学社会情報科学部 2019年

• 長崎大学情報データ科学部 2020年
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新聞雑誌等でもしばしば紹介 アエラ 2019.5.8
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専任教員： 本年4月で34名 (内11名は外部資金採用)

企業等との共同研究をさらに加速



「数理・DS教育に係る教育強化」６拠点大学に選定

先導的に貢献する拠点

（2016年12月）
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滋賀大学: 
データサイエンス教育の全学・全国への展開

東京大学:
数理・情報教育センターの設立

京都大学:
データ科学イノベーション教育研究センター構想
－21世紀のイノベーションを支える人材育成－

東北・北海道地方

関東地方
北陸・東海地方

近畿地方

中国地方

四国地方
九州・沖縄地方

北
大

東
大

九
大

阪
大

京
大

滋
賀
大
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【「データサイエンス入門」目次】

第1章 現代社会におけるデータサイエンス
データサイエンスの役割／データ分析のための方
法―データの取得と管理

第2章 データ分析の基礎
ヒストグラム・箱ひげ図・平均と分散／散布図と相
関係数／回帰直線／データ分析で注意すべき点

第3章 データサイエンスの手法
クロス集計／回帰分析／ベイズ推論／アソシエー
ション分析／クラスタリング／決定木／ニューラル
ネットワーク／機械学習と人工知能（AI）

第4章 コンピューターを用いた分析
Excelを用いたデータ分析／統計解析ソフトRを使っ
てみよう／プログラミング言語Pythonを使ったデー
タ分析

第5章 データサイエンスの応用事例
マーケティング／金融／画像処理／音声処理／医
学／品質管理

第6章 より進んだ学習のために

滋賀大のカリキュラムに基づく教科書シリーズ
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MOOC(無料オンライン講座)教材提供

• 機械学習に特化
• 深層学習も一週間

• 統計の基礎
• R, Python
• 応用事例

「統計学I」「統計学
II」とパッケージ化し
て全国展開
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大学向けDS-MOOC教材パッケージ

• 大学生のためのデータサイエンス(I)、(II)、統計学I、II の４講座をパッケージ
• ドコモgacco社のプラットフォームを使い、授業管理、成績管理が可能
• 対面講義と組み合わせて全学へのDS教育が可能
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カリキュラムマップ

演習系

情報系

統計系

社会調査系



演習：実際のデータを用いた実践的演習
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• 1年生のはじめから演習を開始
• プレゼンテーションの練習も最初に
• 企業等からのゲスト講師
• 3年生の前期で、複数の領域の領域知識とデー

タ分析の演習



情報系：パソコン必携
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• MSオフィス(1年春)、Python(1年秋)、R(2年春)は必修
• JAVA、各種商用パッケージ
• データベース論必修

• データ構造とアルゴリズム、ビジュアルプログラミング、
人工知能などの進んだ科目



統計系：多様な講義
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• 基礎データ分析(記述統計)、統計学要論(推測統計)
• 解析学、線形代数も必修
• 回帰分析、多変量解析

• ベイズ理論、品質管理、シミュレーション、機械学習
など多くの進んだ科目の提供
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調査系: 社会調査士の資格取得可

社会調査士資格取得のためには、各大学の学部・学科で
「社会調査士科目」として開講されている、以下のＡ～Ｇに
対応する科目を履修

Ａ. 社会調査の基本的事項に関する科目

Ｂ. 調査設計と実施方法に関する科目

Ｃ. 基本的な資料とデータの分析に関する科目

Ｄ. 社会調査に必要な統計学に関する科目

Ｅ. 多変量解析の方法に関する科目

Ｆ. 質的な調査と分析の方法に関する科目

Ｇ. 社会調査を実際に経験し学習する科目



企業、自治体等との多様な連携

• 教育面：

実務家によるデータ利用・解析事例に関する講義

学生のインターンシップ、実習

PBL演習への実務データ利用

企業内人材のＤＳ高度化教育

• 研究面：

価値創造プロジェクト（共同研究、受託研究）

地方創生のためのデータ利用の研究
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多数の企業・自治体等との連携

• 連携協定40件以上

• その他共同研究等を含
め延べ100件以上



日程 回数 講義テーマ 会社名 講師名

1 2017/10/21(土) 1,２
・データサイエンスで実現する（したい）こと
・マーケティング戦略とデータサイエンス 株式会社野村総合研究

所
福島健吾

2 2017/11/11(土) ３,４
・顧客理解や人工知能とデータサイエンス
・データサイエンティストの実際とこれから

3 

2017/11/25(土) 5 金融業界におけるデータサイエンス
株式会社金融エンジニア
リング・グループ

中林三平

2017/11/25(土) 6 不動産業界におけるデータサイエンス活用
株式会社GA 
technologies

小林 賢一郎
橋本 武彦

2017/11/25(土) 7
スマートな分業社会を実現するためのデータサ
イエンスの活用

株式会社GRI 大友

4 

2017/12/02(土) ８
製造業向けIoTデータ分析事例とデータ分析プロ
ジェクト推進ポイント

株式会社KSKアナリティ
クス

高木宏明

2017/12/02(土) 9
健康経営×データ分析 ～IoT機器を用いた介入
研究の事例をもとに

株式会社分析屋 青柳早苗

2017/12/02(土) 10 銀行データを使った顧客の行動分析・予測 SMBC信託銀行 町田大樹

5 
2018/01/20(土) 11 CRMの現場で求められる分析・仕事の進め方 ブレインパッド 兵藤 誠

2018/01/20(土) 12 分析現場で必要となる数学力 ブレインパッド 梅田 義章

6 

2018/02/03(土) 13 CyberAgentにおけるData Science事例
株式会社 サイバーエー
ジェント

杉尾 樹

2018/02/03(土) 14
流通業やコンタクトセンタにおけるデータ分析技
術活用事例

日本電気株式会社 三木 清一

2018/02/03(土) 15
大企業の中でのデータサイエンティストの役割と
ヒエラルキーを突破する具体的方法の例示

株式会社 電通 佐伯 諭
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例1: データサイエンス実践論B  (2017年秋学期、野村総研、DS協会)
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例2: 帝国データバンクによる「データ研磨」集中講座 (2018年秋)

• 講師： 株式会社帝国データバンク 大里 隆也、菊川 康彬

• 期間： 2018年10月から11月にかけて週末の4日間（15コマ）

• 目的： データ分析実務作業の８割を占めるともいわれるデータ研磨
のスキルを体系的に習得し、データから価値を創造する

• 内容

ビジネス等おけるデータ分析では、データを正確に分析可能な
形に整形・研磨することが必要

 様々なデータ源から大量に取得されたデータの読み込み、整理、
キー項目による統合

 必要なコードの付与、文字列の表記ゆれの整理等

これらの作業を効率的かつ正確に行うことを目標に、データ研磨
の概念・目的、研磨のプランニング、プログラミング実習及び
フィードバック、完成したデータセットのチェック方法をカバー

 さらに、データ研磨とデータ分析を結びつけるために、研磨した
データの分析も実施
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例3: 企業連携によるPBL教育

• 企業連携による実際の
データを用いたPBLの
例

• 日経新聞2019年7月31
日で紹介

• このようなPBLの教育
効果は高い

• 学生が答えのない課題
に挑戦

• 答えがない → 標準的
な教材は作りにくい

• 企業からの積極的な協
力が不可欠



まとめ

• データサイエンスをめぐる状況のを説明した

• 滋賀大DS学部、大学院の現状を説明した

• 提供するコンテンツの紹介した

• カリキュラムの概要を紹介した

• 企業との連携の事例を紹介した
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